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平
成
27
年
度

一
般
会
計　
決
算
の
概
要

●
歳
入

　
歳
入
決
算
額
は
、
55
億
１
４
６
９
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
２
億
６
５
０
７
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
決
算
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、
町
税
、
使
用
料

及
び
手
数
料
等
、
町
独
自
で
得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主

財
源
は
、
前
年
度
と
比
べ
２
・
９
％
減
の
23
億
１
４
３

７
万
円
で
、
歳
入
決
算
額
の
42
・
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
県
支
出
金
、
町
債
及
び
地
方
交
付
税
等
の
依

存
財
源
は
、
前
年
度
と
比
べ
11
・
6
％
増
の
、
32
億
32

万
円
で
、
歳
入
決
算
額
の
58
・
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
出

　
歳
出
決
算
額
は
、
48
億
４
０
２
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
４
億
８
７
５
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
目
的
別
で
は
、
総
務
費
が
11
億
１
１
２
１
万

円
（
23
・
0
％
）
と
最
も
多
く
、
続
い
て
民
生
費
８
億

６
４
５
６
万
円
（
17
・
9
％
）、
土
木
費
５
億
６
０
１

１
万
円
（
11
・
6
％
）
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建

設
事
業
費
が
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
及
び
小
中
学

校
体
育
館
天
井
耐
震
補
強
工
事
費
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
44
・
0
％
増
の
10
億
２
７
５
５
万
円
と
大
幅
な

増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
借
入
金
の
返
済
に
あ
た
る

公
債
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
４
・
０
％
増
の
３
億
２
６

９
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を
差
引
い
た

形
式
収
支
額
は
、
６
億
７
４
４
９
万
円
で
、
こ
の
う
ち

平
成
28
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
充
て
る
た
め
の
財
源

６
６
０
６
万
円
を
除
い
た
６
億
８
４
３
万
円
が
実
質
収

支
額
と
な
り
ま
し
た
。

※‌�

文
章
、
表
及
び
グ
ラ
フ
等
の
金
額
及
び
比
率
等
の
数
値

は
、
端
数
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳入決算額 55億1,469万円
歳出決算額 48億4,020万円

財政状況の公表

区　　分 平成27年度
決算額

対前年度
増減額

町税 8億6,138万円 △ 1,705万円
繰越金 8億9,691万円 △ 2,151万円
繰入金 2,048万円 1,186万円
諸収入 1億4,391万円 △ 853万円
財産収入 1億6,402万円 447万円
使用料及び手数料 1億4,542万円 △ 465万円
分担金及び負担金 4,223万円 18万円
寄附金 4,002万円 △ 3,323万円
地方交付税 18億4,794万円 1,281万円
町債 5億2,960万円 2億1,630万円
国庫支出金 3億516万円 2,112万円
県支出金 2億7,576万円 1,737万円
その他 2億4,186万円 6,593万円

計 55億1,469万円 2億6,507万円

主な増減理由
町税…………固定資産税評価替えによる減
繰入金………ふるさと寄附金の増
諸収入………貸付金（有害鳥獣駆除対策協議会）の減
財産収入……‌�別荘等貸付普通賃貸料（名義変更等）の

増
寄附金………一般寄附金の減
町債…………‌�防災行政無線整備に係る緊急防災・減災

事業債の借入による増
国庫支出金…‌�地域介護・福祉空間整備等施設整備交付

金の増
県支出金……再生可能エネルギー基金事業交付金の増

歳　　入
自主財源

23億1,437万円
 （42.0％）

自主財源
23億1,437万円
 （42.0％）

依存財源
32億32万円
（58.0％）

依存財源
32億32万円
（58.0％）

歳　入
55億1,469万円

町税8億6,138万円（15.6％）町税8億6,138万円（15.6％）

繰越金
8億9,691万円（16.3％）
繰越金
8億9,691万円（16.3％）

寄附金
4,002万円（0.7％）
寄附金
4,002万円（0.7％）

分担金及び負担金 
4,223万円（0.8％）
分担金及び負担金 
4,223万円（0.8％）

使用料及び手数料
1億4,542万円（2.6％）
使用料及び手数料
1億4,542万円（2.6％）

財産収入
1億6,402万円（3.0％）
財産収入
1億6,402万円（3.0％）

諸収入
1億4,391万円（2.6％）
諸収入
1億4,391万円（2.6％）

繰入金
2,048万円（0.4％）
繰入金
2,048万円（0.4％）

管理町のため、
当町の地方交付税の中に川西
保健衛生施設組合の地方交付
税分が含まれています。

その他
2億4,186万円（4.4％）
その他
2億4,186万円（4.4％）
県支出金
2億7,576万円（5.0％）
県支出金
2億7,576万円（5.0％）
国庫支出金
3億516万円（5.5％）
国庫支出金
3億516万円（5.5％）
町債
5億2,960万円（9.6％）
町債
5億2,960万円（9.6％）

地方交付税
18億4,794万円（33.5％）
地方交付税
18億4,794万円（33.5％）

財政係

町税の内訳 決算額（前年度比）
町民税（個人） 2億7,777万円（　2.6％）
町民税（法人） 5,021万円（△8.9％）
固定資産税 4億3,245万円（△5.0％）
軽自動車税 2,473万円（　2.8％）
町たばこ税 4,392万円（△3.3％）
入湯税 3,230万円（ 15.3％）

計 8億6,138万円（△1.9％）

平成27年度
一般会計決算
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区　　分 平成27年度
決算額

対前年度
増減額

議会費 7,161万円 198万円
総務費 11億1,121万円 3億495万円
民生費 8億6,456万円 △1億5,397万円
衛生費 3億8,485万円 6,295万円
農林水産業費 2億1,820万円 △3,453万円
商工費 2億9,590万円 2,354万円
土木費 5億6,011万円 △2億3,255万円
消防費 5億5,932万円 3億9,922万円
教育費 4億1,842万円 1億33万円
災害復旧費 2,905万円 308万円
公債費 3億2,697万円 1,250万円

計 48億4,020万円 4億8,750万円

区　　分 平成27年度
決算額

対前年度
増減額

人件費 5億9,175万円 △6,942万円
公債費 3億2,697万円 1,250万円
扶助費 3億2,527万円 △1,016万円
普通建設事業費 10億2,755万円 3億1,380万円
災害復旧費 2,905万円 308万円
繰出金 6億6,067万円 △4,082万円
補助費等 6億5,704万円 2,463万円
物件費 6億7,621万円 △3,860万円
積立金 3億9,913万円 2億9,250万円
出資金等 9,545万円 △669万円
維持補修費 5,111万円 668万円

計 48億4,020万円 4億8,750万円

主な増減理由（目的別歳出）
総務費…………財政調整基金積立金、地域情報通信事業、移住体験住宅事業の増
民生費…………社会福祉法人ハートフルケアたてしな補助金、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の減
衛生費…………佐久平斎場建設費負担金の増
農林水産業費…有害鳥獣駆除対策協議会負担金及び貸付金の減
商工費…………地域活性化商品券「たてしな商品券」事業、観光推進広告料の増
土木費…………‌�下水道事業特別会計繰出金、諏訪湖流域下水道負担金、社会資本整備総合交付金道路整備事業

（平成28年度事業繰越による）の減
消防費…………防災行政無線整備事業、防災拠点自然エネルギー整備事業の増
教育費…………小中学校体育館天井耐震補強工事費の増

主な増減理由（性質別歳出）
人件費……………職員数の減による
扶助費……………臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金等の減
普通建設事業費…‌�防災行政無線整備事業、防災拠点自然エネルギー整備事業及び小中学校体育館天井耐震補強� ‌

工事費等の増
補助費等…………多面的機能支払事業交付金の増
物件費……………地理空間情報（GIS）整備事業委託料の減
積立金……………財政調整基金積立金の増
出資金等…………有害鳥獣駆除対策協議会貸付金の減

歳　出（目的別）

歳　出（性質別）

衛生費
3億8,485万円（7.9％）
衛生費
3億8,485万円（7.9％）

議会費
7,161万円（1.5％）
議会費
7,161万円（1.5％）

公債費
3億2,697万円（6.7％）
公債費
3億2,697万円（6.7％）

災害復旧費
2,905万円（0.6％）
災害復旧費
2,905万円（0.6％）

教育費
4億1,842万円（8.6％）
教育費
4億1,842万円（8.6％）

商工費
2億9,590万円（6.1％）
商工費
2億9,590万円（6.1％）

農林水産業費
2億1,820万円（4.5％）
農林水産業費
2億1,820万円（4.5％）

消防費
5億5,932万円
（11.6％）

消防費
5億5,932万円
（11.6％）

民生費
8億6,456万円
（17.9％）

民生費
8億6,456万円
（17.9％）

総務費
11億1,121万円
（23.0％）

総務費
11億1,121万円
（23.0％）

歳出（目的別）
48億4,020万円

土木費
5億6,011万円
（11.6％）

土木費
5億6,011万円
（11.6％）

歳出（性質別）
48億4,020万円

扶助費
3億2,527万円
（6.7％）

扶助費
3億2,527万円
（6.7％）

公債費
3億2,697万円
（6.8％）

公債費
3億2,697万円
（6.8％）

人件費
5億9,175万円（12.2％）
人件費
5億9,175万円（12.2％）

維持補修費
5,111万円（1.0％）
維持補修費
5,111万円（1.0％）

出資金等
9,545万円（2.0％）
出資金等
9,545万円（2.0％）
積立金
3億9,913万円
（8.3％）

積立金
3億9,913万円
（8.3％）

物件費
6億7,621万円
（14.0％）

物件費
6億7,621万円
（14.0％）

補助費等
6億5,704万円
（13.6％）

補助費等
6億5,704万円
（13.6％）

繰出金
6億6,067万円（13.6％）
繰出金
6億6,067万円（13.6％）

普通建設事業費
10億2,755万円
（21.2％）

普通建設事業費
10億2,755万円
（21.2％）

義務的経費
12億4,399万円
（25.7％）

義務的経費
12億4,399万円
（25.7％）

投資的経費
10億5,660万円 
（21.8％）

投資的経費
10億5,660万円 
（21.8％）

その他の経費
25億3,961万円
（52.5％）

その他の経費
25億3,961万円
（52.5％）

災害復旧費2,905万円（0.6％）災害復旧費2,905万円（0.6％）
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議会費	 7,161万円

議会広報発行経費	 71万円
政務活動費交付金	 66万円

総務費	 11億1,121万円

選挙執行経費〔町長町議会議員・長野県議会議員〕	 1,131万円
立科町合併60周年記念式典経費	 350万円
固定資産台帳整備委託料	 700万円
公用車更新経費〔2台〕	 960万円
移住体験住宅建設事業費	 2,729万円
移住事業新築住宅補助金	 200万円
情報通信機器〔光ケーブル〕更新経費	 4,609万円
権現の湯運営費〔来館者19万4,386人〕 ※人件費を含む	1億192万円

民生費	 8億6,456万円

高齢者福祉事業費	 2,386万円
地域介護・福祉空間整備等補助金〔ハートフルケアたてしな〕	 4,090万円
社会福祉事業費〔障害者支援事業費・福祉医療給付
　事業費・社会福祉協議会補助金 等〕	 2億1,486万円
保育所事業費 ※人件費を含む	 1億1,346万円
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金給付事業費	1,245万円
児童手当支給事業費	 1億125万円
子育て支援事業費〔児童館 等〕	 1,130万円

衛生費	 3億8,485万円

各種検〔健〕診・予防接種事業費	 2,855万円
母子保健事業費	 471万円
不妊治療費助成金	 89万円
一般廃棄物収集運搬事業費	 1,069万円
一般廃棄物〔ごみ〕処理基本計画策定業務委託料	 166万円
佐久平斎場建設費負担金	 1億1,226万円
住宅断熱性能向上リフォーム事業補助金	 277万円
佐久市・北佐久郡環境施設組合負担金〔新クリーンセンター〕	597万円
川西保健衛生施設組合負担金	 1億6,888万円
　〔ごみ処理・し尿処理・川西赤十字病院〕

農林水産業費	 2億1,820万円

有害鳥獣駆除対策事業費〔協議会負担金・貸付金 等〕	 855万円
農畜産物立科ブランド確立事業
　〔そば乾燥・調整施設〕設置補助金	 592万円
人・農地プラン事業費〔青年就農給付金 等〕	313万円
多面的機能支払事業交付金	 4,537万円
中山間地域農業直接支払事業交付金	 2,415万円
森林整備事業費〔松くい虫等防除対策費・森林造成費 等〕	 4,522万円
土地改良事業費	 1,239万円

商工費	 2億9,590万円

地域活性化「たてしな商品券」事業費	 1,696万円

地域交通バス対策事業費	 2,538万円
公用車更新経費〔1台〕	 303万円
観光振興費	 1,559万円
白樺湖交差点案内標識設置工事費	 605万円
御泉水自然園遊歩道修繕工事費	 341万円
蓼科牧場景観整備事業費	 486万円
外国人観光客誘致事業案内看板等外国語表記改修工事費	 565万円
女神湖ペダルボート購入費〔2隻〕	 256万円
牧場管理費	 466万円
観光地〔白樺高原地域〕除雪委託料	 979万円

土木費	 5億6,011万円

道路維持管理費〔道路補修費・除雪費 等〕	 3,350万円
道路新設改良舗装費	 5,703万円
社会資本整備総合交付金道路整備事業費	 2,498万円
河川維持管理費	 177万円
川西保健衛生施設組合負担金〔下水道〕	 9,881万円
諏訪湖流域下水道負担金	 2,201万円
白樺湖下水道組合負担金	 1,278万円

消防費	 5億5,932万円

佐久広域連合負担金	 8,867万円
消防施設整備事業費〔消火栓設置費・消防備品購入費 等〕	 925万円
防災行政無線整備事業費	 3億2,403万円
防災拠点自然エネルギー〔太陽光発電設備 等〕整備事業費
　〔役場庁舎・白樺高原総合観光センター〕	 5,951万円
防災拠点づくり事業費〔役場庁舎耐震補強工事費 等〕	 4,416万円

教育費	 4億1,842万円

特別支援教育事業費	 1,156万円
立科教育推進事業費	 907万円
地域高校育成補助金〔通学バス・海外派遣・育成会〕	 1,200万円
小中学校体育館天井耐震補強工事費	 1億4,299万円
小学校費 ※人件費を含む	 5,952万円
　〔備品購入費・準要保護児童援助費・校内床改修工事費 等〕
中学校費 ※人件費を含む	 5,560万円
　〔備品購入費・準要保護児童援助費・トイレ改修工事費 等〕
公民館費〔生涯学習推進事業費・分館育成補助金 等〕	 974万円
青少年育成費〔スポーツ少年団補助金 等〕	 349万円
人権教育費〔人権教育推進協議会負担金 等〕	 172万円
文化財保護費〔主要文化財管理謝金・看板修繕料 等〕	 131万円
社会体育費〔各種大会・教室運営費 等〕	 246万円
体育施設費〔施設管理委託料・施設修繕料 等〕	 1,116万円
史跡公園管理費	 240万円

災害復旧費	 2,905万円

農業施設災害復旧費	 2,309万円
道路橋りょう災害復旧費	 597万円

平成27年度　一般会計の主な歳出内容
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町 の 財 産

損失補償（債務負担）

※‌�平成27年度ふるさと寄附金は、1,737万2千円ありましたが、平成27年度中の事業に全て
充当しており、ふるさと基金の平成27年度末現在高はありません。

　社会福祉法人が事業借入金の返済ができ
なくなった場合、町がその元金及び利息を
返済するものです。

一般会計の歳入歳出決算、町債及び基金の推移

公有
財産 区　分 平成27年度

末現在高
対前年度
増減

土地

庁舎 11,608㎡ —
保育園 6,798㎡ —
学校 71,020㎡ —
公園 158,573㎡ —
住宅 25,411㎡ —
その他 57,153㎡ —
普通財産 106,134㎡ △755㎡
山林を除く計 436,697㎡ △755㎡
山林 3,178ha —

建物

庁舎 3,334㎡ —
保育園 1,857㎡ —
学校 14,169㎡ —
公園 2,911㎡ —
住宅 5,466㎡ △76㎡
その他 13,144㎡ 117㎡
普通財産 4,979㎡ 133㎡

出資に
よる権利

長野県農業
信用基金協会 280万円 —

佐久森林組合 1,030万円 —

公有
財産 区　分 平成27年度末

現在高 対前年度増減

有価
証券

蓼科ケーブルビジョン㈱ 株券 4,080万円 —
浅間山麓総合開発㈱ 株券 — △100万円
㈱立科町農業振興公社 550万円 —

基金

財政調整基金 16億1,696万円 3億6,573万円
減債基金 7,873万円 22万円
上下水道整備基金 6億2,135万円 182万円
海外交流事業基金 1,373万円 4万円
ふるさと活性化基金 6億9,711万円 204万円
公民館図書整備基金 519万円 1万円
地域福祉基金 1億6,900万円 —
合併30周年記念事業郵便書簡基金 — △27万円
ふるさと農村活性化基金 3,320万円 9万円
ふるさと基金（※） — —
教育施設整備基金 1億   124万円 30万円
白樺高原環境整備基金 1億1,999万円 1,100万円

小　　計 34億5,650万円 3億8,098万円
高額療養費つなぎ資金貸付基金 200万円 —
観光牧場運営基金 500万円 —
土地開発基金 4億3,230万円 125万円

合　　計 38億9,580万円 3億8,223万円

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
歳 入 決 算 額 49億9,746万円 48億5,814万円 50億8,916万円 52億4,962万円 55億1,469万円
歳 出 決 算 額 42億3,520万円 42億8,553万円 41億7,073万円 43億5,270万円 48億4,020万円
町債未償還残高 29億1,177万円 28億2,897万円 27億1,271万円 27億3,722万円 29億6,398万円
基 金 現 在 高 33億2,916万円 35億   551万円 34億1,206万円 35億1,357万円 38億9,580万円

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

（億円）

歳入決算額
歳出決算額
町債未償還残高
基金現在高
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名　称 事業借入金の損失補償（債務負担）額
社会福祉法人ハートフルケアたてしな 19億円
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平成27年度　特別会計決算
　特別会計は、法律や条例等に基づき、特定の事業等について、その収支を明確にするために、一般会計と区
別して処理する会計です。当町には、平成27年度において、６会計があります。

特別会計 歳入決算額 歳出決算額 収支差引
住宅改修資金特別会計 354万円 330万円 24万円
白樺高原下水道事業特別会計 4,569万円 4,335万円 234万円
国民健康保険特別会計 10億5,430万円 10億4,545万円 885万円
介護保険特別会計 8億   671万円 7億7,302万円 3,369万円
下水道事業特別会計 3億9,391万円 3億8,494万円 897万円
後期高齢者医療特別会計 6,928万円 6,816万円 112万円

総合計 23億7,343万円 23億1,822万円 5,521万円

平成27年度　公営企業会計決算

説 明 ・収益的収支決算額は、消費税抜きの金額です。
・‌�索道事業の収益的収支は、純損失１億5,253万円で、前年度繰越利益剰余金△６億308万円と合わせた
７億5,561万円を翌年度繰越欠損金として処理しました。
・‌�資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、水道事業会計は、過年度分損益勘定留保資金、索
道事業会計は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填し
ました。

　公営企業会計は、水道料金や営業等の収益により運営される独立採算の会計です。当町には、２会計があり
ます。

公営企業会計 収入決算額 支出決算額 純利益
（又は純損失）

水道事業
収益的 2億8,580万円 2億6,004万円 2,576万円
資本的 1,081万円 1億2,198万円

索道事業
収益的 2億3,555万円 3億8,808万円 △1億5,253万円

資本的 3万円 8,575万円

平成27年度末　借入金及び基金の状況

会計名（事業名） 町債未償還残高 基金現在高
一般会計 29億6,398万円 38億9,580万円

特
別
会
計

住宅改修資金事業 283万円 262万円
白樺高原下水道事業 ― 3億5,540万円
国民健康保険事業 ― 8,640万円
介護保険事業 ― 4,652万円
下水道事業 22億2,573万円 ―

計 51億9,254万円 43億8,674万円

会計名（事業名） 町債未償還残高 現金・預金

公営企業
会　　計

水道事業 6億1,143万円 5億8,728万円
索道事業 ― 3億5,791万円
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区　分 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 なし 15.00％
連結実質赤字比率 なし 20.00％
実質公債費比率 4.3％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 なし 350.0％

区　分 比率 経営健全化基準

法 適 用 水道事業会計 なし

20.0％索道事業会計 なし

法非適用 下水道事業
特 別 会 計 なし

（単位：千円）
区　　分 事業費 入湯税充当額

環境衛生施設の整備
（下水道施設の整備除く） 63,983 0

鉱泉源の保護管理施設 0 0
消防施設等の整備 333,277 0
観光施設の整備 50,361 7,351
観光振興事業
（観光施設の整備を除く） 36,638 24,954

合　　計 484,259 32,305
事業費には、入湯税を充当していない分も含まれます。

　入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及
び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備並びに
観光の振興（観光施設の整備を含む。）に要する費用
に充てるために設けられた目的税で、鉱泉浴場におけ
る入湯行為に対して課されるものです。
　平成27年度に収入となった入湯税の使途について
は、観光施設案内標識整備、蓼科牧場景観整備、観光
誘客宣伝等に充当しました。

入湯税の使途について

立科町ふるさと寄附金

「健全化判断比率」及び「資金不足比率」

寄附金の申込み窓口は、企画課企画振興係です。ご寄附いただいた場合、税制上の優遇措置を受けることができます。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、毎年度、全ての地方公共団体が決算に係る健全化判断
比率及び資金不足比率を算出し、公表することになっています。
　各比率が早期健全化及び経営健全化の基準を超えた場合は、「財政健全化計画」「経営健全化計画」を策定し、
財政の健全化に取り組むことになります。
　平成27年度決算に基づく、当町の各指標は、いずれも財政健全化及び経営健全化の基準を超えておりません。
●健全化判断比率 ●資金不足比率

▶実質赤字比率………一般会計等の実質的な赤字が、標準的な収入に対してどのくらいの割合であるかを示す指標。
▶連結実質赤字比率…全ての会計の実質的な赤字が、標準的な収入に対してどのくらいの割合であるかを示す指標。
▶実質公債費比率……‌�一般会計等の実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合であるかを示す

指標。
▶将来負担比率………‌�公営企業会計等を含めた町全体の会計が抱える将来負担すべき実質的な負債の残高が、標準的な収

入に対してどのくらいの割合であるかを示す指標。
▶資金不足比率………公営企業の事業規模に占める資金不足額の割合。

用
語
解
説

（単位：千円）
区　　分 寄附金額 運用事業 充当額

住みよいまちづくり（福祉） 3,742 福祉医療給付事業
運動あそび指導事業（保育所）

2,442
1,300

住みよいまちづくり（教育） 3,022 小中学校施設改修事業（校庭フェンス等） 3,022

住みよいまちづくり（環境保全） 3,646 住宅断熱性能向上リフォーム事業
一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定事業

1,994
1,652

蓼科山や蓼科の水 5,672 蓼科牧場景観整備事業（植栽工事・遊歩道修繕） 5,672
旧跡・史跡 1,290 史跡公園管理事業 1,290

計 17,372 17,372

■ 基本テーマ
１　‌�住みよいまちづくり（福祉・教育・環境保全）
に関する事業

２　「蓼科山」や「蓼科の水」に関する事業
３　旧跡・史跡を後世につなげる事に関する事業

　町では、ふるさとを思いやる皆様及び応援いただけ
る皆様から「立科町ふるさと寄附金」をいただいており、
寄附金は、お申込み時の指定により、３つの基本テーマ
の中からご希望に添えるよう有効活用させていただいて
おります。
　平成27年度は、次のとおり活用させていただきました。
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人事行政の運営などの状況は次のとおりです
1　職員の給与などの状況

庶務係

人件費の状況（一般会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成28年３月31日）

歳出決算額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B／A）

27年度 7,472人 48億4,020万円 5億9,175万円 12.2％
※人件費には、特別職に支給される給与・報酬等を含みます。

職員給与費の状況（一般会計予算）

区　　分 職員数（一般職）
（A）

給　　　与　　　費 1人当たり給与費
（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（B）

28年度
（当初予算） 74人 2億6,052万円 4,020万円 9,643万円 3億9,715万円 536.6万円

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （28年４月１日現在）

区　　分 平均給料月額 平　均　年　齢
一般行政職 298,926円 40歳 8月
技能労務職 365,950円 53歳 8月
医　療　職 330,166円 43歳 4月

職員の初任給の状況 （28年４月１日現在）

区　　分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 179,600円 159,900円 147,000円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （28年４月１日現在）

区　分
経験年数

一　般　行　政　職
大学卒 短大卒 高校卒

 ７年以上10年未満 231,600円 219,950円 該当なし
10年以上15年未満 281,333円 229,950円 該当なし
15年以上20年未満 311,871円 301,733円 288,100円
20年以上25年未満 357,040円 361,350円 358,900円
25年以上30年未満 該当なし 367,750円 334,650円
30年以上35年未満 409,144円 413,600円 397,533円

35年以上 該当なし 該当なし 407,180円

職員手当の状況（平成27年度）

区　　分
立科町 県

期末 勤勉 期末 勤勉

期末・勤勉‌
（一般職）

６月期 1.225月 0.750月 1.225月 0.750月
12月期 1.375月 0.850月 1.375月 0.850月
計 2.60  月 1.60  月 2.60  月 1.60  月

退職手当

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 20.445月 25.55625月 20.445月 25.55625月
勤続25年 29.145月 34.5825  月 29.145月 34.5825  月
勤続35年 41.325月 49.59      月 41.325月 49.59      月
最高限度 49.59  月 49.59      月 49.59  月 49.59      月

＊勤勉手当の支給月数は、標準者の場合を表示。
＊退職手当は「退職日の給料月額×支給月＋調整額」
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特別職の報酬等月額の状況（平成27年度）

部門別職員数の状況
区　分

部　門
職員数 対前年‌

増減数平成28年 平成27年

一
般
行
政

議　　　会 1 1 0
総　　　務 22 19 3
税　　　務 4 5 △ 1

民生 保育所 9 6 3
上記以外 5 4 1

衛　　　生 4 5 △ 1
農　　　水 6 5 1
商工・観光 6 4 2
土　　　木 4 4 0
小　　計 61 53 8

区　分
部　門

職員数 対前年‌
増減数平成28年 平成27年

特別
行政

教　　　育 9 9 0
小　　計 9 9 0

公
営
企
業
等

水　　　道 3 3 0
索　　　道 5 3 2
下　水　道 2 2 0
そ　の　他 4 4 0
小　　計 14 12 2

合　　　計 84 74 10

（各年４月１日現在）

区　　分 給料月額 期末手当（支給月数）
町　長 681,000円

 ６月期……1.55月分
12月期……1.60月分
　 計　　　3.15月分

副町長 608,000円
教育長 543,000円
区　　分 報酬月額
議　長 289,000円
副議長 211,000円
議　員 196,000円

2　職員の勤務時間・勤務条件等の状況
勤務時間 年次休暇
１週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間
38時間45分 8:30～17:15 12:00～13:00

年 対象職員数 平均取得日数 消化率
27年 51人 3.8日 10.6％

療養休暇

＊‌�平成27年１月１日～12月31日までの
全期間を在職した町長部局に勤務する
一般職員の状況

年 取得者数 主な理由

27年 ６人 風邪・インフルエンザ等による通院
４人 連続７日以上の取得（診断書による休暇）

3　職員の分限・懲戒処分の状況
27年度 人数 ＊‌�分限処分は、一定の事由がある場合に、職員の意に反して行われる不利益処分であり、公務の能力

維持及び適正運営確保のために行われるものです。
＊‌�懲戒処分は、一定の義務違反や公務員としてふさわしくない非行がある場合に、その責任を問う不
利益処分であり、公務における規律と秩序の維持のために行われるものです。

分限処分（休職） ０人
懲戒処分 ０人

4　職員研修の状況及び勤務成績の評定の状況
研修区分 主な研修名（平成27年度実施）
一般研修 係長研修 新規採用職員（前期・後期）研修

その他 マイナンバー法対応職員研修 法制執務研修
女性リーダー養成研修 佐久広域連合人材育成研修

勤務評定及び実績‌
（平成27年度）

①業務への姿勢評価 ②知識・能力評価 ③業務の成果評価
５　段　階

5　職員の福祉・利益保護の状況（27年度）
健康診断受診者数（臨時職員含む） 人間ドック受診者数

130人 ９人
立科町職員
互助会

職員の相互共済及び福利増進に関する事業を実施するた
め、立科町職員互助会を設置しています。（公費負担無）
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

11
月
９
日
㈬
か
ら
15
日
㈫
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

重
点
目
標

⑴　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

⑵　
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

⑶　

‌�

特
定
防
火
対
象
物
等
（
集
会

場
・
飲
食
店
・
店
舗
・
病

院
・
ホ
テ
ル
等
）
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑷　

‌�

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進

⑸　
‌�

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

の
徹
底

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
我
が
家

の
防
火
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

●
３
つ
の
習
慣

１　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

２　

‌�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

３　

‌�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

１　

‌�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

２　

‌�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

３　

‌�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

４　

‌�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

庶務係
『
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
』

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

6　等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成28年４月１日）
行政職給料表（一）

行政職給料表（三）

等級 等級別基準職務表に規定する基準となる職務 合　　計 内　　訳
人 ％ 職　名 人

１級 准看護師の職務 保健師
２級 保健師及び看護師の職務 保健師
３級 困難な業務を行う保健師及び看護師の職務 １ 33.3 保健師 １
４級 複雑かつ困難な業務を行う保健師及び看護師の職務 １ 33.3 保健師 １
５級 相当困難な業務を行う保健師及び看護師の職務 １ 33.4 保健師 １
６級 特別困難な業務を行う保健師及び看護師の職務 保健師

合　　　　計 ３ 100 

等級 等級別基準職務表に規定
する基準となる職務

合　　計 内　　訳 職制上の段階
人 ％ 職　　名 人 ※ 人 ％ 段階

１級

　1　書記の職務

14 17.3 

書　　記   3 （　　　）

50 61.7 係員級

　2　主事の職務 主　　事   5 （　　　）
参事（再任用）   3 （　１　）
任 期 付   3 （　２　）
計 14 （　３　）

２級 主査の職務 15 18.5 主　　査 15 （　１　）
計 15 （　１　）

３級 主任の職務 21 25.9 主　　任 21 （　３　）
計 21 （　３　）

４級
　1　係長の職務

21 25.9 

係　　長 17 （　２　）

21 25.9 係長級係長（任期付）   2 （　　　）

　2　主幹の職務 主　　幹   2 （　１　）
計 21 （　３　）

５級 課長補佐の職務   0   0.0 課長補佐   0 （　　　）   0   0.0 課長補佐級計   0 （　０　）

６級 課長の職務 10 12.4 課　 　長 10 （　　　） 10 12.4 課長級計 10 （　０　）
合　　　　計 81 100 ※は企業職員及び技能労務職の内数を（　）で表示



11 広報たてしな  2016年11月

庶務係

　去る９月４日㈰各地区役員等関係機関の協力のもと、立科町総合防災訓練が行われました。今回は、大規模直下型
地震を想定し、防災行政無線やエリアメール等を使用した広報による地区毎の避難時一時集合場所への要配慮者の安
否確認を含む住民避難を実施後、地区役員を中心に権現山体育センターへ集合しました。体育センターでは「自分た
ちの地域は、自ら守る」をテーマとして、避難所設置・運営訓練、初期消火訓練、救出訓練、応急救護訓練、給食・
給水訓練、防災士の元消防団長大島龍太郎氏の防災講話と地域が組織的に活動できる訓練を行いました。訓練参加者
は実際に起きた場合にどう対処するか等を想定して取り組みました。

　なお、町では住民による自発的な防災活動を行う「自主防災組織」に対してヘルメット等を購入した際の補助金制
度があります。詳しくは役場総務課庶務係までお問合せください。

訓練参加者 各地区避難訓練・　　
災害対策本部設置訓練 体育センターでの各種訓練

住民等（消防団員含む） 1,526名 365名

関係機関等 105名 105名

計 1,631名 470名

立科町総合
防災訓練を
実施しました
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第
３
回
立
科
町
議
会
定
例
会
が
９
月
２
日

か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
９
名
の
議
員
よ
り
、
町
政

運
営
や
提
案
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
案
件
５
件
、
平
成

28
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度

決
算
認
定
な
ど
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
25
件

の
案
件
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
平
成
28
年
度
立

科
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
及
び

平
成
28
年
度
立
科
町
索
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
は
、
総
務
経
済
常
任
委

員
会
か
ら
の
修
正
動
議
が
あ
り
、
修
正
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
案
件
は
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

修正され減額となった事業

立
科
町
議
会
９
月
定
例
会

●‌�

立
科
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
外
関
連
１
件

　

‌�　
外
国
と
の
相
互
主
義
に
基
づ
く
二
重
課

税
の
排
除
に
係
る
措
置
の
創
設
に
伴
い
、

特
例
に
よ
り
免
除
さ
れ
て
い
た
利
子
所
得

及
び
配
当
所
得
を
分
離
課
税
す
る
改
正
。

●‌�

立
科
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

‌�　
小
規
模
保
育
事
業
所
、
保
育
所
型
事
業

所
内
保
育
事
業
所
等
の
職
員
配
置
に
係
る

特
例
の
追
加
と
避
難
階
段
の
規
定
の
改
正
。

●‌�

立
科
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

‌�　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
資
格
要

件
に
「
義
務
教
育
学
校
」
の
教
諭
免
許
保

有
者
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

●‌�

平
成
28
年
度
立
科
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　
他
補

正
予
算
６
件

●‌�

平
成
27
年
度
立
科
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定　
他
決
算
認
定
８
件

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　一般会計補正予算（第３号）の概要は、次のとおりです。
　立科町議会９月定例会では、議論の結果、町が提案した予算の一部が減額され、修正可決となりました。

１　提案した補正予算額	 ２億4,013万２千円
	 予算総額47億5,980万４千円
２　修正減額となった補正予算額（３事業）	 △310万円
　　【内訳】
　　歳入　⑴　次世代自動車充電インフラ整備促進事業費補助金	 △310万円
　　歳出　⑴　電気自動車急速充電器設置工事費等	 △913万円
　　　　　⑵　道の駅施設整備設計委託料	 △275万４千円
　　　　　⑶　蓼科第二牧場陸上用クロスカントリーコース現地測量委託料	 △90万８千円
　　　　　⑷　予備費	 969万２千円
	 合計　△310万円
３　修正後の補正予算額	 ２億3,703万２千円
	 予算総額47億5,670万４千円

　この３事業は、町への誘客や地域振興が期待でき、適時を逃さないため、補正予算を計上しましたが、議会の皆様
の理解が得られず、予算が減額され、修正可決となりました。
　この結果を真摯に受けとめ、今後は、更なる町の活性化を考えてまいりますので、ご理解ご協力をよろしくお願い
します。
①電気自動車急速充電器設置工事費等△913万円（減額後の事業費なし：全額削減）
　次世代自動車充電インフラ整備促進事業費補助金△310万円（全額削減）

一般会計
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修正され減額となった事業

補正された主な内容

　‌�　白樺高原への誘客及び電気自動車の更なる普及を促進し、二酸化炭素の排出抑制及び石油依存度の低減を図るこ
とを目的に、一般社団法人次世代自動車振興センターから補助金を受け、蓼科牧場大駐車場に電気自動車急速充電
器を設置する経費を予算計上しましたが、全額削減となりました。
②道の駅施設整備委託料△275万４千円（減額後の事業費127万５千円：一部減額）
　‌�　国道142号沿いにある蓼科農ん喜村駐車場に、「道の駅」を整備するため、施設整備に係る設計委託料275万４千
円及び基本構想策定委託料127万５千円を予算計上しましたが、基本構想策定委託料のみが可決され、設計委託料
が減額となりました。
③‌�蓼科第二牧場陸上用クロスカントリーコース現地測量委託料△90万８千円（減額後の事業費なし：全額削減）
　‌�　白樺高原への誘客及び合宿等の誘致を図るため、蓼科第二牧場（朝日の丘公園付近）に、陸上用クロスカント
リーコースを整備するに当たり、現地測量委託料を予算計上しましたが、全額削減となりました。

　索道事業特別会計補正予算（第２号）の概要は、次のとおりです。
　立科町議会９月定例会では、議論の結果、町が提案した予算の一部が減額され、修正可決となりました。

１　提案した補正予算額（資本的支出）	 651万２千円
	 予算総額（資本的支出）9,051万６千円

２　修正減額となった補正予算額	 △477万６千円
　　歳出　⑴　白樺高原国際スキー場　動く歩道購入費	 △477万６千円

３　修正後の補正予算額（資本的支出）	 173万６千円
	 予算総額（資本的支出）       8,574万円

索道会計

●教育費寄附金������������� 110万円
●地域ため池総合整備委託金������� 252万円
●社会保障・税番号制度システム整備費等補助金
　����������������� 401万９千円

●企業版ふるさと納税システム改修委託料等�� 15万１千円
●神代杉枝保護支柱設置工事�������� 40万円
●中学校アレルギー対応調理設備設置�� 47万２千円
●小中学校図書システムリース使用料�� 48万２千円
●蓼科高校育成会補助金��������� 100万円
●風の子広場遊具修繕料������� 103万７千円
●道の駅施設整備基本構想策定委託料� 127万５千円
●移住定住促進事業新築住宅補助金���� 200万円

●地方交付税（普通交付税）����� 4,761万２千円
●前年度繰越金�������� ４億9,343万４千円
●臨時財政対策債���������� △2,710万円
●財政調整基金繰入金������ △２億8,700万円

●セキュリティポリシー改定委託料等� 261万９千円
●地域ため池総合整備事業計画変更計画書作成委託料
　�������������������� 300万円
●共同利用型コンビニ交付システム委託料�� 301万２千円
●社会保障・税番号制度関連システム改修委託料及び交付金等
　����������������� 494万５千円
●教育施設整備基金������������ １億円

歳　入

歳　出

　この事業は、白樺高原国際スキー場と民間事業者が協力して今シ－ズンから誘客の増を図る新たな取り組みとして
補正予算を計上しましたが、議会の皆様の理解が得られず、予算が減額され修正可決となりました。
　この結果を真摯に受けとめ、今後も、更なるスキー場の誘客増を考えてまいりますので、ご理解ご協力をよろしく
お願いします。

●動く歩道購入費　△477万６千円（全額削減）
　白樺高原国際スキー場の誘客を図るため、民間事業者による幼児向けスキースクールに合わせて専用ゲレンデを開
設し、動く歩道１基を購入し、設置する補正予算を計上しましたが、全額削減となりました。
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■‌�チャイルドシート着用推進活動
　たてしな保育園で園児、保護者の皆さんにチラシ・
グッズを配布しチャイルドシート着用を呼び掛けました。
併せて、設置状況調査を行いましたが、チャイルドシー
トの設置されていない車も多く見受けられました。
　小さな子どもは、シートベルトでは事故の際、衝突の
瞬間に体がベルトをすり抜け、車の天井に頭をぶつける
ことや、車外放出などの危険が予想されます。必ず設置
し、正しく着用しましょう。

■‌�夜間における高齢者交通安全教室
　佐久川西自動車学校で開催された高齢者交通安全教室
に老人クラブ連合会の方に参加いただきました。
　夜間のコースを利用し、車両のテールランプの高さや
明るさによって遠近感が不正確になることや、車のライ
トの角度によって横断する歩行者が全く見えなくなる蒸
発現象など、夜間の視認特性について学びました。

交通安全
庶務係

■
街
頭
啓
発
活
動

　
（
ツ
ル
ヤ
立
科
店
）

　
９
月
21
日
か
ら
30
日

ま
で
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
期
間
中
は
、
交

通
安
全
協
会
、
各
地
区

交
通
安
全
推
進
指
導
員
、

役
場
職
員
交
通
安
全
会

を
中
心
に
学
校
周
辺
や

通
学
路
の
横
断
歩
道
で

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

広
報
車
に
よ
る
巡
回
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

９月29日の活動

■シートベルト着用調査
　26日、国道142号芦田地籍で調査した結果、運転席の着用率が99％、助手席の着用率は
100％でした。
　シートベルトは「命綱」です。すべての座席で、正しく着用しましょう。

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
の
基
本
で

あ
り
、
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
料

理
を
し
た
こ
と
が
な
い
男
性
が
、
一
人
暮

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
、
ま
ず
困
る

の
が
毎
日
の
食
事
で
す
。

　
今
回
の
教
室
は
、
簡
単
で
お
い
し
く
作

れ
る
レ
シ
ピ
を
、
料
理
初
心
者
の
男
性
か

ら
料
理
の
腕
を
上
げ
た
い
男
性
向
け
に
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時
：
11
月
17
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

場‌�　
所
：
立
科
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
栄
養

指
導
室
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

持‌�

ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

筆
記
用
具

募
集
人
数
：
先
着
20
名

募
集
期
間
：
11
月
11
日
㈮
ま
で

　

‌�（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

参
加
費
：
無
料
で
す

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
：
食
改
事
務
局

　
役
場
環
境
保
健
係

　
電
話 

５
６
─
２
３
１
１

　
有
線 

２
３
１
１

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
保
健
係



15 広報たてしな  2016年11月

　
平
成
28
年
度
も
早
い
も
の
で
折
返
し
地
点
に

入
り
、
予
算
編
成
で
示
し
た
重
点
施
策
「
子
育

て
し
や
す
い
町
づ
く
り
」「
定
住
移
住
し
た
く

な
る
町
づ
く
り
」
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
が
幸

せ
を
感
じ
、
地
域
が
活
気
づ
く
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
」
で

は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
や
保
育

園
の
冷
房
設
備
設
置
、
児
童
館
で
は
厚
生
員
の

増
員
を
図
り
時
間
外
利
用
者
の
負
担
を
無
く
し
、

子
育
て
・
共
働
き
世
帯
の
支
援
の
充
実
、
ま
た
、

妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
費
助
成
等
に
よ
り
、
地

域
で
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う

応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、「
定
住
移
住
し
た
く
な
る
町
づ
く
り
」

で
は
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
名
を
採
用
し
、

ま
た
、
今
年
度
創
設
し
た
若
者
世
帯
や
子
育
て

世
代
へ
の
新
築
住
宅
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

９
月
議
会
で
増
額
補
正
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
新
し
い
風
」
を
吹
き
込
む
た
め
に
、
中
・

長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、「
町
に
は
何
が
必
要

な
の
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
今
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
。」
を
、
町
民
皆
様
と
共
に
考
え
、

進
め
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ

と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑬

米
村
匡
人

平成28年分 青色申告決算等説明会のお知らせ
　税務署では、青色申告をされている個人の方を対象に、青色決算書の作成方法や作成に当たっての注意点などにつ
いて、説明会を次のとおり開催いたします。
　説明会で使用する資料は、当日会場で配付し、講師は税務署職員（又は税務署が依頼した税理士）が行います。
　なお、会場の所在地などは、関東信越国税局のホームページにも掲載されますので、併せてご覧ください。

※ 各会場とも、駐車場のスペースに限りがあります。
※ 対象地区以外の会場へもご出席いただけます。

お問合せ先　　佐久税務署（担当部門：個人課税第一部門）　　電話　0267－67－3460（代表）
　　　　　　　　　　 ※ 自動音声案内に従い「２」をお選びください。

１　営業・不動産所得関係
開催月日 時　　間 会　　　　　場 対象地区

12月 １日㈭ 午後２時～４時 佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南4－1） 佐久市（佐久地区）

12月 ２日㈮ 午後２時～４時 佐久穂町商工会本所
（佐久穂町大字高野町561－1） 佐久穂町

12月 ５日㈪ 午後２時～４時 小諸市文化センター第一講義室
（小諸市甲1275－2）

小諸市
御代田町

12月 ６日㈫ 午後２時～４時 小海町役場２階大会議室
（小海町大字豊里57－1）

小海町
南相木村・北相木村

12月 ７日㈬ 午後２時～４時 臼田町商工会館
（佐久市臼田2207－1） 佐久市（臼田地区）

12月 ８日㈭ 午後２時～４時 軽井沢町商工会館
（軽井沢町中軽井沢9－3） 軽井沢町

12月12日㈪ 午後２時～４時 浅科商工会館
（佐久市甲1190－3）

佐久市（浅科地区・望月地区）・
立科町

12月13日㈫ 午後２時～４時 川上村商工会館
（川上村大深山542）

川上村
南牧村

２　農業所得関係
開催月日 時　　間 会　　　　　場　 対象地区

12月１日㈭ 午前10時～12時 佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南４－１） 全市町村
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

お酒の好きな故人を偲んで、墓石にお酒をかけても大丈夫ですか？

墓石にお酒をかけると、変色やカビの原因になります。

また缶類も直接おいた場合、缶の底に生じたサビが墓石に染み込んでしまい落ちない
汚れになってしまうので注意が必要です。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第７弾

ご活用ください「N
ネットフォーユー

et4U（通称あさまケアネット）」
　小諸北佐久地域では、医療と介護の連携を推進するために、地域内の病院、診療所、訪問看護ステーショ
ン、調剤薬局、介護事業所等が患者の情報を共有することができるインターネット・システムの整備を進め
ており、平成28年４月から徐々に運用が開始されています。
　これは、「Net4U（ネットフォーユー）」（通称あさまケアネット）と呼ばれ、施設や職種を問わず、患者に
関わる全ての医療職・介護職がフラットに情報を共有し、コミュニケーションを可能にすることで、顔の見
える地域包括ケアをサポートするものです。
　インターネットより「あさまケアネット」で検索すると、在宅医療資源マップや平成27年に小諸北佐久地
区の住民に行った在宅医療に関するアンケート調査等も見ることができます。
　在宅医療資源マップには、小諸北佐久、東御市、佐久市の医療機関、歯科医院、薬局、介護事業所、高齢
者の総合相談窓口の地域包括支援センター等の情報が載っています。
　また、多職種で医療と介護の連携を推進していくため、ネットワークシステムの整備だけでなく、医療職
と介護職の顔の見える関係づくりや知識向上のために研修会の開催をしたり、住民向けに講演会を行ったり
しています。
　ぜひ、システムを活用したり、講演会にご参加ください。

高齢者支援係
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介護予防教室　あたまの体操　参加者募集のお知らせ
～からだと一緒にあたまの体操もしましょう～

　身体と頭は同時に使うことで、その効果を発揮すると言われています。
　「脳トレ」と言うと難しいイメージがありますが、簡単な問題とレクリエーションを交え、無理なく脳トレを
行っていきますので一緒に楽しみましょう。

●参加要件　介護保険を利用されていない方で概ね65歳以上の方
●日　　時　平成28年11月９日・16日・30日・12月14日・21日
　　　　　　平成29年１月11日・18日・25日・２月８日・15日　（全10回　水曜日開催）
　　　　　　午前10時～11時30分
●開催場所　老人福祉センター　集会室（※11月16日のみ中央公民館 大会議室）
　　　　　　講　師　レクリエーションコーディネーター　大塚寛美　先生
　　　　　　　　　　（サポート：立科町健康サポーター）
●申込期限　平成28年10月17日㈪～11月４日㈮

温泉ゆったり健康教室　参加者募集のお知らせ
　12月から２月にかけて権現の湯温泉館にて健康教室を開催します。
　老化は足腰からとも言われています。いつまでも丈夫な足腰でいきいき生活できるように、健康運動指導士が
手軽にできる運動やストレッチを提案します。
　いい汗をかいて、温泉でリラックスしてはいかがでしょうか。

●日　　程　12月13日㈫・12月20日㈫・１月10日㈫
　　　　　　１月17日㈫・１月24日㈫・１月31日㈫・２月７日㈫
　　　　　　２月14日㈫・２月21日㈫・２月28日㈫の全10回
●時　　間　午前10時15分～11時15分（60分）※入館は10時～
●開催場所　権現の湯　カラオケルーム
●講　　師　身体教育医学研究所　健康運動指導士
●費　　用　温泉館への入館料400円が自己負担となります。
●そ の 他　心臓や股関節等に持病のある方は、かかりつけ医にご相談の上、ご参加ください。
●申込期限　11月７日㈪～11月25日㈮
☆お問合せ・お申込みは立科町地域包括支援センター（役場高齢者支援係）
　　　　　　　電話 56－2311／有線 2311へご連絡ください。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

　地域の環境保全と快適な生活環境づくりのため、
公共マス設置後まだ下水道に接続していない方は、
早めの接続をお願いいたします。

下水道に切り替えて
快適な生活環境を！

上下水道係
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環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　
野
菜
は
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
の
大
事
な
供
給
源
で
す
。
不
足
し

が
ち
な
食
物
繊
維
を
十
分
に
補
う
こ
と
で
、

便
通
を
整
え
た
り
、
余
分
な
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
排
泄
し
た
り
す
る
作
用
も
期
待

で
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
の
か

ぎ
と
な
り
ま
す
。

　
野
菜
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
さ
ら
に
「
野
菜
か
ら
食
べ
る
」
こ

と
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
か
み
ご
た

え
や
あ
る
程
度
の
“
か
さ
”
が
あ
る
た
め
、

満
足
感
が
得
ら
れ
、
食
べ
過
ぎ
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
主
食
よ
り

も
先
に
食
べ
る
こ
と
で
糖
分
の
吸
収
を
遅

ら
せ
、
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
野
菜
を
食
べ
る
主
な
メ
リ
ッ
ト

●
過
食
を
防
ぎ
肥
満
を
予
防

●
整
腸
作
用
に
よ
り
便
秘
を
解
消

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
低
下

●
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制

●
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る

環境保健係

みんなで

食
育

野
菜
を
食
べ
よ
う
②

～
「
野
菜
か
ら
食
べ
る
」
を
意
識
し
よ
う
～

11月８日は「いい歯の日」

　「いい歯の日」は、1989年より厚生労働省と日本歯科医師会が推進している「80歳になっても自分の歯
を20本以上保とう」という「8020運動」の一環です。

立科町の歯科保健事業に役立てるための「お口に関するアンケート」について
　町では７月８月に行われました特定健診（集団健診）において、歯科相談コーナーを設けアンケートと、
デンタルケア用品の試供を行いました。

アンケート集計結果
　参加者：590名（男性295名　女性295名）　29歳から95歳の方に回答いただきました。
　内容：３問

まとめ
　お口の状態については、気になることが「ある」と答えた方は全体の２割でその内容としては、「歯が
しみる」「歯茎がやせてきた」「歯がぐらぐらする」などありました。また、歯科検診については、すでに
「受けている方」や「受けたい」と思っている方が半数以上を占めていました。お口のお手入れでは、歯
ブラシだけでなく歯間ブラシも多く活用されていました。
　これらの内容を活かし、啓発や相談が出来る場の提供など、検討していきたいと思います。ご協力あり
がとうございました。

デンタル用品試供品目
　内容：①歯ブラシ（やわらかい）②歯ブラシ（ふつう）
　　　　③糸ようじ　④染め出し（錠剤）
　　　　⑤口臭測定器（測定１回）

①お口の状態で気になることは
　ありますか

ない
61％

ある
23％

治療中
16％

②歯科検診の機会があれば
　受けたいと思いますか

受けて
いる
41％

受けた
くない
25％

受けたい
34％

③お口のお手入れで現在使っているものは何ですか

0
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か
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め
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つ
う

や
わ
ら
か
め

歯
磨
き
粉
フ
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磨
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歯
間
ブ
ラ
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フ
ロ
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染
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出
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ブ
ラ
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電
動
歯
ブ
ラ
シ

そ
の
他
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96 102

3
41 50

0

歯ブラシ
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　平成29年１月10日（予定）から、マイナンバーカードを利用して全国のコンビニエンスストアで住民票等
が取得できるようになります。コンビニのマルチコピー機の画面案内通りに操作するだけで取得でき、申請書
の記入は必要ありません。

取得できる証明書
　＊住民票の写し（立科町に住所がある方のみ）
　＊印鑑登録証明書（立科町に印鑑登録済の方のみ）
　＊戸籍の写し謄抄本（現在戸籍。立科町に本籍がある方）
　＊戸籍の附票の写し謄抄本（現在戸籍のもの。立科町に本籍がある方）

取扱業者（コンビニエンスストア）
　全国のセブンイレブン､ ローソン、ファミリーマート、サークルKサンクス等
　（マルチコピー機の設置店舗に限る）

利用可能時間
　午前６時30分～午後11時（12月29日から翌年１月３日までの年末年始とシステム休止日を除く）

コンビニ交付を利用するには？
　４桁の暗証番号（利用者証明用電子証明書）が登録されたマイナンバーカードが必要です。

マイナンバーカードの取得方法は？
　お手元の通知カードに同封されているマイナンバーカード交付申請のご案内をご覧いただき、地方公共団体
情報システム機構（J-LIS）へ交付申請をしてください。（広報９月号をご覧ください）

お問合せは
　役場町民課　住民係　内線221.222へ

住民係コンビニでもっと便利に！
マイナンバーカードによるコンビニ交付サービスの準備を進めています

コンビニ交付のメリット
　＊お昼休みや夜間、さらに休日でも自分の都合に合わせて取得できます。
　＊役場に行かなくても最寄りのコンビニで取得できます。
　＊出先で証明書が急に必要になったときも近くのコンビニで取得できます。

仕事を休まなく
ても利用できて
助かった！

陸
上
自
衛
隊　
高
等
工
科
学
校
生
徒

資　
　
格
：‌�

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上�

‌

17
歳
未
満
の
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

受　
　
付
：‌�

平
成
28
年
11
月
１
日
㈫
か
ら�

‌

平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

採
用
試
験
：「
第
１
次
試
験
」
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯
、

「
第
２
次
試
験
」
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
行
い
ま
す
。

身　
　
分
：
特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

待　
　
遇
：
就
学
年
限
３
年
、
卒
業
後
陸
士
長
そ
の
後
、

３
曹
へ
自
動
昇
任

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

受
験
資
格
：‌�

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、�

‌

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受　
　
付
：
通
年
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

採
用
試
験
：
12
月
、
２
月
に
実
施
予
定
で
す
。
細
部
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

待
遇
等
：
２
年
又
は
３
年
の
任
期
で
勤
務
し
、
任
期
満

了
時
に
任
期
を
継
続
す
る
か
民
間
企
業
へ
就
職
す
る

か
を
選
択
。
選
抜
試
験
合
格
で
定
年
ま
で
勤
務
可
能

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
：
選
抜
試
験
に
合
格
す
る
と
、
専
門

職
（
航
空
管
制
官
・
准
看
護
師
な
ど
）
の
道
も
（
陸

上
自
衛
隊
）

お
問
合
せ
は

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事
務
所

電
話　
０
２
６
８
─
２
２
─
５
２
６
７

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内
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農林係

狩
猟
期
間
及
び
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　
狩
猟
期
間
と
は
、
狩
猟
者
（
狩
猟
免
許
を
保
有
し
、
か
つ
、
県
に
狩
猟
者
登
録
を
し
た
者
）
が
銃
器
、

網
及
び
わ
な
を
使
用
し
て
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
狩
猟
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
以
下
に
つ
い
て
ご
留

意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
は
町
外
の
狩
猟
者
も
入
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
狩
猟
期
間
：
11
月
15
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま
で

　
銃
器
：
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で　
　
わ
な
：
11
月
15
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

●
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
：
２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月
31
日
㈮
ま
で

　
銃
器
：
２
月
16
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で　
　
わ
な
：
３
月
16
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

町
民
皆
様
へ「
な
る
べ
く
山
林
等
の
狩
猟

地
へ
の
立
入
は
避
け
ま
し
ょ
う
。」

も
し
立
入
る
場
合
の
お
願
い

１
．‌�

赤
色
や
黄
色
な
ど
目
立
つ
色
の
服
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

２
．‌�

狩
猟
者
に
狩
猟
鳥
獣
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
と
共
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
遭
遇
す
る
危
険

性
を
減
ら
す
た
め
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
を
用
い

て
ご
自
身
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

３
．‌�

わ
な
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
お
子
様
を
連
れ
て
山
中
に
入
っ
た
場

合
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

「
狩
猟
者
の
皆
様
」へ
の
お
願
い

１
．
関
連
法
令
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

２
．‌�

十
分
な
安
全
確
認
（
矢
先
の
確
認
、
脱
砲

の
励
行
及
び
同
行
者
の
行
動
確
認
等
）
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

３
．‌�

猟
犬
の
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

４
．‌�

狩
猟
に
よ
り
捕
獲

し
た
鳥
獣
は
、
山

野
に
放
置
せ
ず
に

回
収
等
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

農林係
　町では、松くい虫の被害拡大及び枯損木の倒壊による二次被害を予防するため伐採を行います。
　この事業では、国の補助制度を活用し、対象松林内(私有林含む)において、被害木の駆除処理を行っていま
す。（山林内に限定されており、また、予算に限りがあるので被害木全てが伐採されないこともあります。）
　この事業の実施にあたり、所有者の方にご連絡なく被害木を処理しますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、山林外（墓地・宅地等）の被害木については山林外松くい虫防除伐採補助金をご活用ください。詳細
につきましては農林課までお問合せください。

松くい虫伐採事業を行います ～松林所有の皆様へ～

東
信
地
域
就
職
面
接
会

日　
時

　
平
成
28
年
11
月
18
日
㈮

　
午
後
１
時
～
４
時

場　
所

　
上
田
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

　
（
旧
上
田
東
急
イ
ン
）

　
国
際
21
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

　
上
田
市
天
神
4
─
24
─
1

参
加
者

　
平
成
29
年
３
月　
大
学
院
、
大
学
、
短

大
、
専
修
、
能
力
開
発
校
、
高
等
学
校
の

卒
業
予
定
者
（
新
卒
枠
で
の
就
職
を
希
望

す
る
概
ね
３
年
以
内
既
卒
者
含
む
）

参
加
事
業
所

　
東
信
地
域
ま
た
は
東
信
地
域
か
ら
通
勤

可
能
な
エ
リ
ア
に
就
業
場
所
が
あ
る
事
業

所
70
社
程
度

主
催
者

　
上
田
公
共
職
業
安
定
所
、
佐
久
公
共
職

業
安
定
所
、
上
田
職
業
安
定
協
会
、
佐
久

職
業
安
定
協
会
、
小
諸
職
業
安
定
協
会
、

上
田
商
工
会
議
所

お
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久　
学
卒
担
当

　
電
話　
０
２
６
７
─
６
２
─
８
６
０
９
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● 

協
力
隊
の
農
業
振
興
担
当
、
中
島
貴
宏
で
す

　
10
月
８
・
９
日
、
当
町
に
お
い
て
リ
ン
ゴ
の
新
規

就
農
希
望
者
向
け
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
農
業
に
興
味
が
あ
る
、
農

業
を
職
業
に
し
た
い
！
」
と
考
え
て
い
る
方
へ
の
農

作
業
体
験
会
で
あ
り
、
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
、

立
科
町
で
の
就
農
を
目
指
す
方
へ
の
相
談
会
か
ら
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
３
組
５
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
リ
ン
ゴ
の
葉
摘
み
、
収
穫
体
験
や

町
内
案
内
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
会
に
限

ら
ず
立
科
町
の
農
業
の
魅
力
、
立
科
町
の
魅
力
を
伝

え
る
べ
く
、
今
後
も
精
一
杯
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

● ‌�

協
力
隊
の
移
住
・
定
住
促
進
担
当
、
浜
野　
み
ゆ
き
で
す

　
移
住
促
進
用
の
Ｐ
Ｖ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｖ
制
作
で
は
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
音

楽
家
ご
夫
妻
に
出
演
と
曲
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
素
敵
な
ご

夫
婦
で
曲
も
お
声
も
透
明
な
優
し
い
も
の
ば
か
り
で
、

立
科
町
の
魅
力
を
一
層
引
き
立
て
て
く
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
ぐ
に
居
住
可
能
な
物
件
を

１
軒
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
ま
し
た
。
移
住

希
望
者
が
、
近
隣
市
町
村
に
流
れ
て
し
ま
う
現
状
を

食
い
止
め
た
く
、
移
住
者
の
住
居
確
保
に
つ
な
が
る

取
組
み
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
居
住
可
能
な
空

き
家
に
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
ご
一
報
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

ず
く
だ
す!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

〝
奔
走
中
〟

　人権週間（12月４日～10日）に併せて「第39回人権を考える町民大会」を老人福祉センターにて開催いたします。
今回の講演の講師は、全国隣保館連絡協議会常任顧問兼事務局長の中

なか

尾
お

由
ゆ

喜
き

雄
お

さんです。
　中尾さんは、阪神・淡路大震災の時に避難所の一つとなった隣保館に勤務されていました。ここでは、震災当時避
難した、同和地区内外の住民400人と聴覚障害者７人が、数ヶ月にわたって生活を共にしました。そのとき“人権の
尊重”…これが震災という非日常の中でどう生かされたのか。一人ひとりが、かけがえのない人間として実感するた
めに、何ができるのかについて、現場での実際の経験に基づいた講演をしていただきます。大勢の皆さんのご来場を
お待ちしております。
　「人権」について考える良い機会としてとらえ、お互いの人権を尊重し、つながり・支え合い・共に生きる温かな
まちづくりを実現しましょう。

女性の人権ホットライン強化週間の「特設相談所」開設について

12月３日㈯「第39回人権を考える町民大会」が開催されます

　法務省と全国人権擁護委員連合会では、配偶者やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシャル・ハラスメン
ト、ストーカー行為といった様々な女性の人権問題についての相談を受け付けるため、「女性の人権ホットライン

（電話受付）」を開設しています。
　本年度も、11月14日㈪～20日㈰を、女性の人権問題の解決を図るための取組を強化するための全国一斉「女性の
人権ホットライン強化週間」と定め、この強化週間に併せて、「特設相談所」が開設されます。

　●日　時　11月19日㈯　午前10時～午後３時
　●場　所　佐久市中央隣保館　　相談は無料で秘密は厳守します。予約は不要です。
����������������������������������������������������
　なお、「女性の人権ホットライン」は年間を通じて受け付けています。
　　電話　0570－070－810（平日　午前８時30分～午後５時15分）
　　※当週間中のみ　14日から18日（平日）　午前８時30分～午後７時
　　　　　　　　　　19日と20日（土・日）　午前10時～午後５時

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）
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前
月
号
で
、
昭
和
50
年
代
の
後
半
、
Ａ
中
学

校
で
教
師
に
食
っ
て
か
か
る
ツ
ッ
パ
リ
中
学
生

集
団
に
出
会
っ
た
と
き
、
学
校
が
大
き
く
揺ゆ

れ

動
い
て
い
る
の
を
感
じ
た
、
と
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
10
年
代
の
半
ば
、
Ｂ
中
学
校

で
、
親
や
教
師
の
目
の
届
か
な
い
子
ど
も
の

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
生
徒
指
導
上
の
問
題
が
発
生

し
、
そ
の
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き
、
学
校

が
嵐
の
荒
波
の
中
を
航
海
す
る
帆は

ん

船せ
ん

の
よ
う
に

大
き
く
揺ゆ

れ
動
い
て
い
る
の
を
実
感
し
た
、
と

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
つ
い
数
ヶ
月
前
、「
学
力
の

経
済
学
」（
慶
応
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授 

中
室
牧
子
著 
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン

テ
ィ
ワ
ン
発
行
）
と
い
う
本
を
読
ん
だ
と
き
、

中
学
校
在
職
中
ず
う
っ
と
頭
の
隅す

み

に
巣す

く
っ
て

い
た
、「
学
校
教
育
の
場
に
伝で

ん

承し
ょ
うさ
れ
て
い
る

定て
い

説せ
つ

の
一
部
は
、
実
は
学
校
教
育
の
迷め

い

信し
ん

（
？
）
と
も
言
う
べ
き
誤ご

解か
い

や
曲き

ょ
っ

解か
い

、
偏へ

ん

見け
ん

で

は
な
い
か
。」
と
い
う
疑
問
の
幾い

く

つ
か
が
氷ひ

ょ
う

解か
い

す
る
と
同
時
に
、
学
校
は
ま
だ
ま
だ
揺
れ
動
い

て
い
る
と
感
じ
た
、
と
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　
教
育
を
経
済
学
的
な
手
法
で
分
析
す
る
「
教

育
経
済
学
」
が
専
門
の
著
者
が
、
経
済
学
や
心

理
学
の
貢こ

う

献け
ん

に
よ
っ
て
、
教
育
の
効
果
を
数
値

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

「
ど
う
い
う
教
育
が
成
功
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
の
か
。」
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
を
数

字
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

決
し
て
、「
子
ど
も
の
目
が
輝
い
て
い
た
。」
と

か
、「
学
校
が
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。」
と
か
、

主
観
的
な
表
現
で
教
育
を
評
価
し
な
い
の
だ
そ

う
で
す
。

　
著
者
は
さ
ら
に
、
経
済
学
が
デ
ー
タ
を
用
い

て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
教
育
及
び
子

育
て
に
関
す
る
発
見
は
、
評
論
家
や
子
育
て
専

門
家
の
個
人
的
な
経
験
に
基も

と

づ
い
た
指し

南な
ん

・
ノ

ウ
ハ
ウ
よ
り
も
、
よ
っ
ぽ
ど
価
値
が
あ
り
、

「
知
っ
て
お
か
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」

で
あ
る
と
述の

べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
が
、
相そ

う

関か
ん

関
係
（
Ａ
と
Ｂ
が
同
時

に
起
こ
っ
て
い
る
関
係
）
と
因い

ん

果が

関
係
（
Ａ
と

い
う
原
因
に
よ
っ
て
、
Ｂ
と
い
う
結
果
が
生
じ

る
関
係
）
と
の
混こ

ん

同ど
う

で
す
。

　
著
者
は
、
こ
の
混
同
を
学
力
と
家
庭
読
書
の

関
係
で
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
混
同
事
例
は
学

校
教
育
の
場
に
は
存ぞ

ん

外が
い

多
く
、
学
力
と
新
聞
の

関
係
も
そ
の
一
例
と
思
い
ま
す
。

　
老
生
は
、
今
ま
で
漠ば

く

然ぜ
ん

と
、「
新
聞
を
読
む

と
学
力
が
高
く
な
る
。」「
新
聞
読
む
ほ
ど
高
学

力
。」「
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
が
あ
り
、
新

聞
を
読
む
子
ほ
ど
成
績
が
い
い
。」
と
い
う
新

聞
記
事
に
違い

和わ

感か
ん

を
抱い

だ

い
て
い
ま
し
た
。「
社

会
の
木ぼ

く

鐸た
く

」
と
し
て
は
、
い
か
に
も
我が

田で
ん

引い
ん

水す
い

で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　
確
か
に
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
子
は
、
読
ん

で
い
な
い
子
よ
り
も
高
学
力
の
傾
向
が
あ
り
、

新
聞
と
学
力
に
は
相
関
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
著
者
は
、
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
高

4

4

4

4

4

学
力
の
子

4

4

4

4

が
新
聞
を
読
む
傾
向

4

4

4

4

4

4

4

4

が
あ
り
、
さ
ら

に
、
新
聞
に
も
学
力
に
も
影え

い

響き
ょ
うす

る
「
第
三
の

要
因
」（
親
の
養
育
姿
勢
や
経
済
力
、
子
ど
も

の
資
質
や
人
間
関
係
、
生
活
習
慣
、
家
庭
環
境

な
ど
）
も
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
指し

摘て
き

し
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
前
述
の
違
和
感
の
原

因
は
相
関
関
係
と
因
果
関
係
の
混
同
に
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
、
永
年
の
も
や
も
や
し
た
疑ぎ

念ね
ん

が
す
っ
き
り
と
晴
れ
た
心こ

こ

地ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
著
者
は
、「
そ
の
教
育
は
、
本
当
に
効
果
が

あ
る
の
か
。」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

デ
ー
タ
や
実
験
に
よ
っ
て
、
因
果
関
係
の
有
無

を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
説と

い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
検
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、

親
や
教
師
が
「
知
っ
て
お
か
な
い
と
も
っ
た
い

な
い
こ
と
」
の
幾い

く

つ
か
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
正
確
に
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
老
生
の
文
章
読
解
力
や

伝
達
力
の
問
題
が
あ
り
、
著
者
の
真
意
を
的
確

に
伝
え
ら
れ
な
い
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

点
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
や
は
り
、
こ
の
「
学
力
の
経
済
学
」
を
、
ご

自
分
で
手
に
と
っ
て
お
読
み
に
な
る
の
が
一
番

か
と
存
じ
ま
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
の
提
言
が
す
べ
て
の
方
に
当

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

　知っておかないと
もったいないこと　

～中室牧子著「学力の経済学」に学ぶ～
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を
与
え
る
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
。

○「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
は
子
ど
も
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
。」
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
親

が
悩
ん
で
い
る
が
…
…
。

　
　
「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
」
と
「
子
ど
も
の
発

達
や
学
習
」
の
関
係
が
、
因
果
関
係
な
の
か
、

相
関
関
係
な
の
か
、
見み

極き
わ

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
負
の
因
果
効
果
は
思
っ
た
よ
り
も
少
な
い

と
い
う
の
が
経
済
学
の
見
解
で
あ
る
が
、
著

者
の
調
査
に
よ
る
と
、
１
日
２
時
間
を
超
え

る
と
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
習
時
間
へ
の
負

の
影
響
が
飛ひ

躍や
く

的
に
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、

１
日
１
時
間
程
度
な
ら
ば
、
む
し
ろ
息
抜
き

に
な
り
、
罪ざ

い

悪あ
く

感
を
持
つ
必
要
は
な
い
。

○
子
ど
も
の
学
習
時
間
を
増
や
す
た
め
に
、
親

が
、
勉
強
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
子
に
、

「
勉
強
す
る
よ
う
に
言
う
。」
の
は
効
果
が
な

け
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も
の

能
力
を
褒
め
る
の
で
は
な
く
、「
あ
な
た
は
、

□
□
と
△
△
を
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。」
と
、

努
力
し
た
内
容
を
褒
め
る
と
成
績
を
伸
ば
す

傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
。

○「
子
ど
も
を
勉
強
さ
せ
る
た
め
に
、
褒ほ

う

美び

で

釣つ

っ
て
は
い
け
な
い
の
か
。」
と
い
う
質
問

も
よ
く
受
け
る
が
…
…
。

　
　
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
の
教
育

評
論
家
が
、
褒
美
で
釣
る
の
は
い
け
な
い
と

い
う
見け

ん

解か
い

を
述
べ
て
い
る
通
り
、
親
や
教
師

に
限
ら
ず
、
多
く
の
方
が
、
勉
強
を
さ
せ
る

た
め
に
お
小こ

遣づ
か

い
や
物
を
与
え
る
こ
と
に
抵

抗
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
経
済

学
は
、
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
答
え
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
人
間
に
は
、
遠
い
将
来
の
利
益
や
満
足
よ

り
も
、
近
い
将
来
の
そ
れ
を
求
め
る
傾
向
が

あ
り
、
今
、
勉
強
す
る
た
め
に
、「
目
の
前

に
に
ん
じ
ん
作
戦
」
は
効
果
が
あ
る
の
だ
。

　
　
お
金
も
、
金
額
や
与
え
方
を
間
違
え
な
け

れ
ば
、
そ
ん
な
に
悪
い
褒
美
で
は
な
い
。
褒

美
に
お
金
を
得
た
子
は
、
無む

駄だ

遣づ
か

い
す
る
ど

こ
ろ
か
、
堅け

ん

実じ
つ

な
お
金
の
使
い
方
を
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
　
た
だ
し
、
テ
ス
ト
で
良
い
点
を
取
れ
ば
、

と
い
う
褒
美
の
与
え
方
よ
り
も
、
宿
題
を
す

れ
ば
、
本
を
読
め
ば
、
と
い
っ
た
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
が
明
確
な
学
習
に
対
し
て
褒
美

て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
自
分
の
心
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾ろ

過か

さ
れ
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

○「
子
ど
も
は
褒ほ

め
て
育
て
る
べ
き
な
の
か
。」

と
い
う
相
談
を
よ
く
受
け
る
が
…
…
。

　
　
褒
め
て
育
て
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
自じ

尊そ
ん

心し
ん

を
高
め
る
育
児
法
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の

人
に
支し

持じ

さ
れ
て
い
る
。
数す

う

値ち

化か

さ
れ
た
自

尊
心
の
指し

標ひ
ょ
うを

用
い
た
幾い

く

つ
か
の
研
究
で
も
、

自
尊
心
が
高
い
と
学
習
意
欲
や
学
力
が
高
く
、

未
成
年
の
喫き

つ

煙え
ん

や
飲い

ん

酒し
ゅ

な
ど
の
反
社
会
的
な

行
為
が
少
な
い
一
方
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
勤き

ん

務む

成せ
い

績せ
き

、
幸
福
感
、
健
康
状
態
も
良
好

な
傾
向
が
示
さ
れ
た
。

　
　
そ
こ
で
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
大だ

い

規き

模ぼ

な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始し

動ど
う

さ
せ
た
。
そ
の
研
究
の
結
果
、「
自
尊
心
が

高
ま
る
と
、
学
力
が
高
ま
る
。」
と
い
う
定

説
が
覆

く
つ
が
えさ
れ
た
。
自
尊
心
と
学
力
の
関
係

は
あ
く
ま
で
も
相
関
関
係
に
過
ぎ
ず
、
因
果

関
係
は
逆
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
学
力

が
高
い
と
い
う
「
原
因
」
が
、
自
尊
心
を
高

め
る
と
い
う
「
結
果
」
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
を
む
や
み
や
た
ら

に
褒
め
て
も
、
学
力
向
上
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

む
し
ろ
学
力
の
低
い
子
に
は
大
き
な
負ふ

の
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
　
た
だ
し
、
決
し
て
子
ど
も
を
褒
め
て
は
い

い
。
特
に
、
母
親
が
娘
に
そ
う
言
う
の
は
逆

効
果
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　
　
子
ど
も
の
学
習
時
間
は
、
教
師
や
友
だ
ち
、

塾
の
先
生
な
ど
、
多
く
の
人
と
関
係
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
困
っ
た
と
き
、
親
は

学
校
や
塾じ

ゅ
くを
含
む
身
近
な
人
に
も
っ
と
頼
っ

て
よ
い
。
ま
ず
子
ど
も
が
勉
強
の
仕
方
を
勉

強
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
だ
。

○
例
外
中
の
例
外
で
あ
る
特
定
個
人
の
成
功
体

験
を
や
み
く
も
に
信
じ
て
、
子
ど
も
に
同
じ

こ
と
を
さ
せ
る
の
は
、
か
え
っ
て
そ
の
子
を

成
功
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
う
。

○
子
ど
も
を
、
他
の
子
ど
も
と
比
較
す
る
の
は
、

リ
ン
ゴ
と
オ
レ
ン
ジ
を
比
べ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
子
ど
も
の
集
団
を
、
他
の
子
ど
も

の
集
団
と
比
較
す
る
の
も
同
様
で
、
比
較
不

可
能
で
あ
る
。

　
「
学
力
の
経
済
学
」
に
は
、
こ
の
外ほ

か

に
も
、

「
勉
強
は
本
当
に
大
切
か
。」「
少
人
数
学
級
に

は
効
果
が
あ
る
の
か
。」「
い
い
先
生
と
は
ど
ん

な
先
生
か
。」
な
ど
、
経
済
学
の
立
場
か
ら
、

数
々
の
興
味
深
い
提
言
が
載の

っ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
、
著
者
の
学
説
に
異い

論ろ
ん

を
唱と

な

え
る

立
場
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
教
育
と
は
何
か
、

を
考
え
、
教
育
の
本
質
や
内
容
を
見
返
す
う
え

で
、
極き

わ

め
て
貴
重
な
提
言
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。



24広報たてしな  2016年11月

「アンマーとぼくら」
有川　浩（著）　講談社（出版）
「アンマー」とは、沖縄言葉で「お母さん」。
沖縄を舞台に、父と息子、父の再婚相手の「おかあ
さん」との家族の絆の物語。
……………………………………………………………………………

「ねこのおうち」
柳　美里（著）　河出書房新社（出版）
メス猫のニーコは、６匹の子猫たちを産んだ後、動物駆除にまか
れた毒団子を食べて死んでしまう。野良となった子猫たちは、
様々な形で人間に引き取られ…。
……………………………………………………………………………

「強父論」
阿川　佐和子（著）　文藝春秋（出版）
94歳で大往生。破天荒な父・阿川弘之は、理屈より感情が先立
ち、常に自分が中心でありたい…。故人をまったく讃えない、
「父と娘」の記録。
……………………………………………………………………………

「あしたがすき」～釜石「こすもす公園」きぼうの壁画ものがたり
指田　和（文）　阿部　恭子（絵）　ポプラ社（出版）
東日本大震災後、子どもたちが安心して遊べる場所をつくるため
に、たくさんの知恵と力が集結した。岩手県釜石市の山あいの畑
につくられた「こすもす公園」と「きぼうの壁画」のおはなし。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　11月30日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　未就園児
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

権現の湯「第２回カラオケ発表会」開催
　カラオケを愛する皆さん、日頃の練習の成果を発表してみませんか。

カラオケ発表会開催のお知らせ
権現の湯
から
お知らせ

●日　　時　11月８日㈫　午前11時～開会　　●場　　所　権現の湯カラオケルーム
●募集人員　先着45名様（定員になり次第締め切らせていただきます）
●参 加 料　無料（入館券は購入ください）
　参加の応募等詳細は権現の湯までお問合せください。皆さんのご参加をお待ちしています。

電話 56－0606

公民館生涯学習講座「立科すずらん学級」

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　　有線 ２３１１㈹

　10月７日㈮権現山マレットゴルフ場において、立科すずらん学級マレットゴルフ大会が開催されました。今大会には総
勢70名の皆様にご参加いただき、日頃の練習の成果を大いに発揮されていました。なお、大会の結果は次のとおりです。

教育委員会

平成28年度　立科すずらん学級マレットゴルフ大会結果

男子　優　勝　武井　典雄（赤沢）
　　　準優勝　羽田袈裟幸（赤沢）
　　　３　位　大澤　次郎（茂田井）

女子　優　勝　田中ヨシ子（町）
　　　準優勝　宮下　春子（塩沢）
　　　３　位　佐藤エイ子（茂田井）

分
館
の
部

個
人
の
部

優　勝　赤沢連合分館
準優勝　塩沢連合分館
３　位　町分館
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★ 裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に、全
国の地方裁判所で作成されます。
　平成29年の名簿に登録される人数は、全国で約23万3600人です（選挙人名簿登録者全体に占める割合は、
約456人に１人）。

★ 裁判員候補者名簿記載通知について
　平成29年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年11月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿
記載通知）をお送りします（平成29年１月１日時点で20歳以上の方に限られます。）。この通知は、来年２
月ころから平成30年２月ころまでの間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ばれる可能性があることを
事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。この段階では、まだ具体的な事件の
裁判員候補者に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越しいただく必要はありません。
　また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は、裁判員候補者の方の事情を早期に把
握し、調査票のご回答の内容により、１年を通じて明らかに辞退が認められる場合等には裁判所にお越しい
ただくことのないようにして、裁判員候補者の方々
の負担を軽減するためにお送りするものですので、
お尋ねする項目に当てはまらない方は、返送してい
ただく必要はありません。
　辞退の申出ができる時期や期間等に何らの制限を
設けているわけではありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実
際の事件の裁判員候補者に選ばれた際にお送りする
質問票で辞退を申し出ていただくことも、裁判所で
行われる選任手続の際に辞退を申し出ていただくこ
とも可能です。
　裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。

　立科町クラインガルテン（都市農村交流施設）では、利用者の契約満了等に伴い、新たに３区画
（予定）の利用者を募集します。知人等で興味をお持ちの方いらっしゃいましたらご連絡ください。
募集要項につきましては、立科町公式ホームページ、または農林課窓口までお問合せください。

　●利用開始予定　平成29年４月から
　●募集期間　　　平成28年11月21日㈪〜12月28日㈬
　●募集区画数　　３区画（予定）　応募者多数の場合、抽選となります。

裁判員制度〜まもなく名簿記載通知を発送します！

農林係立科町クラインガルテン
利用者の募集について
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平
成
28
年
分

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整
説
明

会
を
左
記
の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
は
「
年
末
調
整
の
し
か

た
」
及
び
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

廷
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
の
際
に
は
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
及
び
法
廷
調
書

の
用
紙
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
説
明
会
会
場

で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
場
受
付
に
て

担
当
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
11
月
15
日
㈫

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所　
佐
久
市
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
大
ホ
ー
ル
）

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

開
催
日　
11
月
16
日
㈬

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所　
佐
久
市
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
大
ホ
ー
ル
）

※
右
記
い
ず
れ
か
の
会
場
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

佐
久
税
務
署

電
話　
代
表
番
号

　
　
　
０
２
６
７
─
６
７
─
３
４
６
０

　
　
　

‌�

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
税
務
署
の
担
当
部
署
に
お
つ

な
ぎ
し
ま
す
。

（
注
）
用
紙
は
従
来
ど
お
り
税
務
署
の
窓
口
で

も
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
ま
す
が
、
一
部
の
用

紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
各
種
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
コ
ピ
ー

に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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長
野
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
し
ら
せ

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て
い
る
全
て

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が
、
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
７

７
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中
小

企
業
へ
の
支
援
制
度
（
業
務
改
善
助
成
金
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
や
相
談
窓
口
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

小
諸
労
働
基
準
監
督
署

電
話　
０
２
６
７
─
２
２
─
１
７
６
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

第
40
回 

立
科
町
商
工
祭

「
多た

来ら

福ふ
く

ま
つ
り
」

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
‼
ハ
イ
ぶ
り
っ
子
ち
ゃ
ん
も
来
る
よ
！

日
時　
11
月
５
日
㈯　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
６
日
㈰　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　
立
科
町
役
場
駐
車
場

内
容　
飲
食
店
／
物
品
販
売
店
／
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
シ
ョ
ー
／
も
ち
つ
き
／
大
抽
選
会

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

５
日　
信
州
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
立
科
小
学
校
管
楽
器
ク
ラ
ブ

　
　
　
立
科
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ

　
　
　
御
泉
水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

　
　
　
亜あ

耶や

歌
謡
シ
ョ
ー
（
立
科
町
出
身
）

　
　
　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

　
　
　
大
抽
選
会

　
　
　
　
「
当
た
る
ん
だ
ヨ
！
全
員
集
合
!!
」

６
日　
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
大
抽
選
会

　
　
　
　
「
当
た
る
ん
だ
ヨ
！
全
員
集
合
!!
」

　
　
　
た
て
し
な
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

　
　
　
蓼
科
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
公
開
収
録

　
　
　
蓼
科
高
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（JAZZ

★C
AN
D
Y

）

　
　
　
パ
ラ
レ
ル
ド
リ
ー
ム

　
　
　
（
長
野
県
発
女
性
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）

お
問
合
せ
先

立
科
町
商
工
会

電
話　
０
２
６
７
─
５
６
─
１
０
０
４

有
線　
２
６
５
２

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

さ
く
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
相
談
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
・
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

（
福
）
佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会

さ
く
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

住
所　
〒
３
８
５
─
０
０
４
３

佐
久
市
取
出
町
１
８
３
番
地　
野
沢
会
館
２
階

電
話　
０
２
６
７
─
６
４
─
５
２
５
５

メ
ー
ル　

kouken@
sakusi-shakyo.or.jp

開
所
時
間　
月
～
金

　
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
午
後
５
時
15
分

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
及
び

　
　
　

 

年
末
年
始
は
除
く
）
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蓼
科
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
公
開
収
録

　
　
　
蓼
科
高
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（JAZZ

★C
AN
D
Y

）

　
　
　
パ
ラ
レ
ル
ド
リ
ー
ム

　
　
　
（
長
野
県
発
女
性
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）

お
問
合
せ
先

立
科
町
商
工
会

電
話　
０
２
６
７
─
５
６
─
１
０
０
４

有
線　
２
６
５
２
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F
O
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M
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さ
く
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
相
談
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
・
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

（
福
）
佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会

さ
く
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

住
所　
〒
３
８
５
─
０
０
４
３

佐
久
市
取
出
町
１
８
３
番
地　
野
沢
会
館
２
階

電
話　
０
２
６
７
─
６
４
─
５
２
５
５

メ
ー
ル　

kouken@
sakusi-shakyo.or.jp

開
所
時
間　
月
～
金

　
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
午
後
５
時
15
分

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
及
び

　
　
　

 

年
末
年
始
は
除
く
）

そのほか多彩なイベントやサービスデーをご用意して、皆様のご来場をお待ちしております。

　12月14日まで白樺高原総合観光センターまたはスキー場ホームページにて前売りシーズン券の販売をしています。
ご予約・ご購入いただいた方に今年もさまざまな特典をご用意しますのでぜひお買い求めください。

シーズン券前売りのご案内

　12月15日から12月22日まで１日滑り放題で大人2,000円、小人1,000円の特別割引料金でご利用いただ
けます。さらに１日券・半日券購入者に次回20％割引券をプレゼントします。

オープニングサービス

　国際＆２in１共通シーズン券とスノーボードシーズン券をご購入いただいたお客様はピラタス蓼科・白樺湖
ロイヤルヒル・エコーバレー・ブランシュたかやま・車山高原の各スキー場１日券が1,000円で購入できます。

シーズン券アライアンス

　色鮮やかな紅葉シーズンも終わり、いよいよウィンターシーズンの到来を待つ
ばかりとなりました。
　みなさまのおかげで今年、白樺高原国際スキー場は50周年、しらかば２in１ス
キー場は40周年を迎えます。
　白樺高原国際スキー場・しらかば２in１スキー場は毎年大勢のスキーヤー・ス
ノーボーダーの皆さんにご来場いただいており、今シーズンは12月15日㈭の

オープンを予定しています。
　白樺高原国際スキー場は、スキーヤーオンリーでファミリーやシニアの皆さんが安心して楽しめるスキー
場です。ゴンドラリフトを利用すると一気にゲレンデトップまでアクセスでき、北アルプス連峰の絶景を見
ながら1300mの心地よいスキーを満喫できます。
　しらかば２in１スキー場はスノーボード全面滑走OK！スノーパークは、さまざまなパフォーマンスを見せ
てくれる若者たちで人気のスキー場です。多彩なコースレイアウトのゲレンデなので、初心者から上級者ま
で存分に楽しむことができ、ゲレンデトップからの蓼科山や八ヶ岳連峰の眺望は見事です。
　チビッコパークには、「動く歩道」があり、ペンギンパークと併せてちびっこの雪遊びがもっと楽しくなり
ます。

ホームページ
●白樺高原国際スキー場　　http://www.shirakaba-ski.jp/
●しらかば２in１スキー場　http://www.2in1.jp/

白樺高原
便り

白樺高原総合
観光センター

おかげさまで白樺高原国際スキー場50周年!!
しらかば２in１スキー場40周年!!

販売窓口　白樺高原総合観光センター１階　電話 0267−55−6201
※両スキー場とも販売窓口は観光センターです。

町民優待リフト券

区　分 平　日 土・日・祝日
年末年始（12/29～1/5） 備　考

中学生以下 無料    800円
高校生 1,200円 1,200円 要・学生証
大人 2,500円 2,500円 要・住所証明

シーズン券料金
●‌�白樺高原国際スキー場＆しらかば２in１スキー場共通
　大　人　39,000円
　小　人　25,700円（小学生以下）
　シニア　30,800円（55歳以上）

●‌�スノーボード専用シーズン券�  
� （しらかば２in１スキー場のみ）
　大　人　36,000円
　小　人　23,600円（小学生以下）

　※町内の中学生以下の皆さんには特別割引シーズン券のご案内をします。
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小学校運動会
９月17日㈯

中学校蓼秋祭
９月23日㈮・24日㈯

蓼秋祭テーマ
Infinite like the sky

～無限の可能性～

応援合戦と歌「ゴーゴーゴー」

開校40周年記念第40回校内運動会
立科小学校 運動会スローガン

ありがとう　40年
赤組 白組　あきらめず全力を出しきろう！

ここで会ったが40年目
　　　出会え！立科の陣
～騎馬戦～（５・６年）

げんきに　たのしく
なかよし　たまいれ（１年）

合唱コンクール

OLA!（オラ！）～２
年ダンス～

合戦！竹取物語　～竹引き～（３年）

「夢の花を咲かせよう！」
～５・６年表現～

TATESHINAソーラン40th　～４年ダンス～

意見文発表

体育祭

展示発表　芸術部
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たてしな保育園の
子どもたち

ひよこ組…お家の
人と一緒に森のト

ンネルを通って笑
顔

でゴール!!　上手に
歩けるようになっ

たでしょ！

あひる組…かにさんとえびさんになって可愛く踊れました。

女の子はアリエル・男の子はお魚に変身！ ♪アンダー・
ザ・シー♪の曲に合わせてくらげさんと一緒に可愛く楽
しく踊りました♡

年少組

自分たちで色を塗ったニモに変身して海の中の大冒険に出発!!波にもまれて転がったり、大きな岩をとびこえたり…最後は仲良しで大好きなお友だち、ドリーにも会えました♡

年中組
大運動会「みんながみんな英雄」（パラバルーン）
振り向けば君がいる　　前を向けば友がいる
走って転んで寝そべって　　新しい明日が待っている

保育園最後の運動会。子どもたちの大好きなジブリメドレーに
合わせて、マーチングに挑戦しました。みんなの音が響き合っ
て素敵な演奏になったね！

オリンピックの五輪をイメージした５色のポンポン
を使って、日本の応援ソングを踊りました。みてみ
て、五輪のマークきれいでしょ!!

年長組
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冬季スポーツ大会のお知らせ
　今年度より、冬季スポーツ大会の競技を綱引きから「ワンバウンドふらばーるバレー」に変更します。
　「ワンバウンドふらばーるバレー」は、直径50cmのおむすび型の軽くてやわらかいボールを使う少し変わった

ルールのバレーボールです。
　おむすび型のボールを使うのでボールの動きが予測できないことが特徴で、
バレーボールの経験者、初心者に関わらず、誰でも楽しめるスポーツです。
　蓼科ケーブルビジョンの「郷で遊ぼう」で「ワンバウンドふらばーるバ
レー」の紹介が放送されました。この競技についてのDVDを貸し出す予定
ですので、興味のある方はお問合せください。

立科町教育委員会　電話 0267－56－2311

　９月11日㈰ 松本平広域公園において第16回長野県障
がい者スポーツ大会が開催されました。立科町からは短
距離走、ソフトボール投げに選手が出場し、爽やかな汗
を流しながら、スポーツを通じて交流を深めました。

長野県障がい者スポーツ大会に
出場しました

　９月25日㈰ 権現山グラウンドにて37回目を迎え
る立科町長旗杯争奪スポーツ少年団親善軟式野球大
会が開催されました。参加チームは近隣市町より８
チーム、立科から１チームの計９チームで優勝を目
指し試合が行われました。
　立科町スポーツ少年団野球部は、優勝には届きま
せんでしたが、元気一杯のプレーを見せてくれまし
た。結果は次のとおりです。

第

第

37回 立科町長旗杯争奪スポーツ少年団親善軟式野球大会

41回 女神湖歩け歩け大会

〈大会結果〉
Ａブロック　　優　勝　わんぱくキッズ　　　　　　準優勝　長瀬依田スポーツ少年団
Ｂブロック　　優　勝　御代田北スポーツ少年団　　準優勝　美南ドリームズ

　10月８日㈯ 肌寒い秋空のもと、第41回目の女神湖
歩け歩け大会が開催されました。

　西峰コース100名、白樺コース58名の計158名の方に参
加いただき、途中雨が降ることもありましたが自然に囲ま
れた女神湖までのコースを楽しんで歩いていただきました。
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　10月２日に立科中学校体育館にて、第９回立科町学校合同コンサートが開催されました。児童・生徒の美しい
歌声、息の合った演奏が披露されました。最後の合同演奏では、会場の皆様とともに「見上げてごらん夜の星を」
を歌い、会場全体が温かい雰囲気に包まれました。

立科町学校合同コンサート

立科小学校　合唱部 立科小学校　管楽部

立科中学校　吹奏楽部

合同演奏（コラボステージ）

蓼科高校　合唱同好会

　10月16日 ㈰、
さわやかな秋晴れ
の中「たてしなの
中山道を歩く」実
行委員会主催によ
る、第９回中山道ウォーキングinたてしなが開催され、129名
の皆様にご参加いただきました。参加者の皆様は町区、茂田
井区、上房地区の皆さんの多彩なおもてなしを受け、昼食に
は和宮御膳に舌鼓をうち、中山道の歴史・文化の説明を聞き
ながら、ウォーキングをお楽しみいただきました。

中山道ウォーキング
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行　事　予　定 保　　　　　健　

1 火 子ども・若者育成支援強調月間
街頭啓発（あいさつ）運動

2 水 赤ちゃん相談室　H28.8月生

4 金 第44回文化展（～６日）

5 土 たてしなふれ愛むら・福祉リサイクル
バザー

8 火 権現の湯お楽しみカラオケ発表会
（第２回）

乳児健診
4・5ヵ月児：H28.5月～6月生
10・11ヵ月児：H27.11月～12月生

9 水 秋の全国火災予防運動（～15日）
公開保育

11 金 子ども・若者育成支援強調月間
街頭啓発（あいさつ）運動

16 水 2歳児おやこ教室（１回目）
H26.7月～H26.11月生

25 金 子育て相談（予約制）

 11 月町民カレンダー
● 固定資産税（第４期）
● 国民健康保険税（第６期）
● 介護保険料：普通徴収（第８期）
● 後期高齢者医療保険料（第５期）
● 上下水道料金

11月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな保育園 56−0022 2100
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126

連絡先

町のデータ９月 ９月１日〜９月30日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

人口 7,448（−  4） 出生 5
男 3,689（−  3） 死亡 7
女 3,759（−  1） 転入 4

世帯数 2,851（＋  2） 転出 6

救急 出動件数 年間累計

交通事故 0 31
その他 25 314
合計 25 345

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 0
その他 0 4
合計 0 4

気　象 今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 19.9℃ 18.9℃
最高極日 31.1℃／6日 30.3℃／10年
最低極日 12.4℃／30日 6.9℃／10年

降　水　量 243.5mm 152.5mm
降水量（1〜9月） 1090.5mm 873.9mm
日 照 時 間 102.0時間 158.5時間

人 口 10月１日現在（９月30日届出まで）	 （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
11月８日㈫
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
� 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

●心配ごと相談
11月18日㈮
午前９時～12時
場所：老人福祉センター
相談員：関　紀子、市川　義則
� 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

3 木 高橋内科医院 小諸市 0267－23－8110
小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
甘利歯科医院 小諸市 0267－22－1557

6 日 小諸病院 小諸市 0267－22－0250
東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
栁澤医院 立科町 0267－56－1045
鈴木歯科医院 御代田町 0267－32－6480

13 日 矢島医院 小諸市 0267－22－8148
鳥山クリニック 小諸市 0267－26－0308
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
関歯科クリニック 小諸市 0267－25－3456

20 日 武重医院 小諸市 0267－22－0171
小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
依田歯科医院 佐久市浅科 0267－58－2050

23 水 須江医院 小諸市 0267－22－2060
桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011
中山歯科クリニック 御代田町 0267－32－2000

27 日 甘利医院 小諸市 0267－22－0729
田村医院 小諸市 0267－22－0048
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268－61－6002
山口歯科医院西小諸診療所 小諸市 0267－24－8148

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）


